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病 理

下

医

田 晶 久

旭川医科大学の創設に密接な関わりを持っわが国の医

師増員計画は、当初の目標を人口十万人当り医師150人

に設定したといわれているが、この政策目標は早 くも1985

年には達成され、1990年 には220人 を超える予測となっ

た。当初目標数は1960年 代の米国の数値に近似している

が、米国もまた目下増員計画を推進中であり、1990年 に

は245人 に達する予測であるという。しかし、国民医療

の充足は単なる総医師数の増加によって解決されるもの

ではなく、医師の地域分布が問題であることは周知の事

実であるが、もう一つ忘れてならないのは医療の進歩に

見合った各専門分野間の医師数の均衡の問題である。わ

が国において現在その充足が著しく立ち1れ ている専門

分野の一っに病理医が挙げられる。

病理医とは、診療陣の中に身を置きBiopsy(生 検)や

Autopsy(剖 検)を 通して個々の患者の病理学的診断に従

事する専門医をいう。わが国では、これを専門として病

院に進出していた数少いpathologistが 第二次大戦以前

にも見受けられたが、広く一般にその必要性が叫ばれる

ようになったのは、中央検査制度の導入に象徴される終

戦後の病院の近代化と軌を一にしている。したがって、

日本語の 「病理医」という言葉も生れて未だ30年 そこそ

この歴史しか持ち合わせていない。日常診療の中で病理

学的診断がどのように利用されているかを考えてみると、

生検は血液や尿を検体とする検査とは異 り、患者の肉体

の一部を切 り取ってホ剣本とするわけであるから、その適

用には自ずと制約があって手軽には行えないと考えられ

がナ,であるが、疾患によってはそれなしには診断を確定

し得ず治療方針が定まらないものがある。それらの代表

として悪性腫瘍が挙げられる。しかも近年の針生検や内

視鏡生検といった新しい技術が、外科的な手術を要せず

に体組織の小片を採取することを可能にしたこともあっ

て、生検診断の件数は戦前に較べて飛躍的な増加を示 し

ている。一方剖検は、患者を死に到らしめた諸臓器病変

の有機的な関連を解明するに留まらず、生前その個体に

加えられた医療の最終評価を併せ行う行為であって、こ

れまた新しい診断法や治療法が蓋 きることなく開発され

てゆく医療の世界においては、永久にその需要は低.ドす

ることなく、また低下させてはならない性格のものであ

る。反省と評価を伴わない医療行為からは正 しい医学の

進歩は生れない。

このような役割を、病理医という職能が分化していな

かった時代のわが国では 現在もなd」その延長線一ヒに

あ るの だ が 誰 が担 っ て 来 た の か とい うと、 それ は

数 少 い例 外 を除 いて専 ら大 学 医 学部 の 病理 学 講座 が果 し

て 来 た ので あ っ て、 各医 療 機 関 は 生検 組織 や遺 体 を病理

学 講座 へ 送 り診 断 を依 頼 す る とい う方 式 で行 われて来た。

大 学 附属 病 院 と錐 もそ の例 外 で は な い。 教育 ・研 究機 関

と して の病 理 学講 座 は 、本 来 そ れ らの 中 か ら教育 ・研 究

に供 す る素 材 を得 る立場 に立 つ もので あって 、患 者個 人

と医師 との 間 に成 立 す る診 療 とい う次 元 か らの独 特 な要

請 には即 応 し得 な い諸 々の 限 界 を内在 させ た ま ま、可 能

な限 り診 療 に協 力 して きた に過 ぎな い。 他方 、 病理 学 講

座 の 担 う研 究 分 野 に も 白然 科 学 の進 歩 に伴 う急 速 な拡

大 が見 られ、病 理 学 者 の研 究 対 象 は 多岐 に分 散 した。
"
patient-orientedpathologist"こ れ が病 理医 の真 の

姿 で あ る。 い ち早 く診 療 陣の 一 員 と して 病理 医 を専 門 分

化 させ たの は 米国 で あ るが、 その 米国 にお け る病理 医 の

全医師 数 に占 め る比 率 は1970年 代で す で に3.5%に 達 し

て いる。ただ し、この数 値はclinicalpathology、surgical

pathology、neuropathology等 々の 細 分 化 された領 域 全

体 を合せ たpathologistの 数で あって、EI本 流 にいうと病

理 医 と臨 床 検査 医 を合 せ た数 値 と考 え られ る。翻 っ て わ

が国 の現 状 は とい うと、終 戦 後 病 院の 近 代化 が進 む中 で

医 療 の ス タッフ と して 病理 医 を組 み入 れ る病 院 が 徐 々 に

増 加 した が、 そ の進 展 は な お遅 々 と して い る。昭 和33年

に数t一名で 結 成 された 口本 病 院 病 理医 協 会 の会 員 数 は23

年 を経 た現 在 お よ そ430名 と な った が、 これ に臨 床検 査

医 を加 えて も到底 全医 師 数の1%に も満 た な い数で ある。

病 理 医 養成 の急 務 が真剣 に論 じられ な け れば な らな い。

患 者 に接 す る機 会 に恵 まれ な い病 理医 に求 め られ て い る

患 者 志 向 の態 度 を養 うに は、 み ず か ら生 検診 断 を ドす 患

者 につ い て それ 以 前の 臨 床経 過 は も とよ り、診 断 後の 転

帰 を も知 るこ とが 大 い に役 立つ 。 共 通 の患 者 につ い て臨

床医 との 対話 をR常 的 に持 ち得 る環 境 で 養成 され るこ と

が 望 ま しい。 本 学創 設 当初 か ら計 画 されて い た病 理部 は、

患者 の 生検 ・剖 検業 務 を集約 す る中央 診 療部 門 の っ と

して位 置づ け られ 、附 属 病院 の 診 療体 系 を近 代医 療 に相

応 しい形 に完 成 させ るべ く立案 され た もの で あ るが 、同

時 に、 時 代 に適 合 した有 能 な病 理 医 を養成 し、国 内 で も

特 に病 理 医過 疎 の状 況 に あ る北 海 道 内 か ら先 ず 充足 して

ゆ く一拠 点 と した い とい う悲 願 が込 め られ て い る。 辛業

生 諸氏 の 活用 を期 待 す る もので あ る。

(病 理 学 第 一講 座 教授)
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日 日想 うこ と
卒業25周 年記念会 に出席 して

坂 井 英
噸

9月17目 、登 別 の 第一一滝本 で 、 医 学部 卒 業25周 年 記 念

祝 賀 会 があ り出席 して きた 。恩 師2名 、 同期 生63名(75

%の 出席 率)お よび同 伴 御 夫 人13名 の計78名 が参 加 した。

年 月 の流 れ は本 当 に速 く、昭 和31年3月 に卒業 して25年

があ っ とい う間 にす ぎた 。 入学 時 よ り30余 年 も過 ぎた の

に、 その 日、映 写 された古 い時 代 のス ライ ドをみてい ると、

殆 ん ど顔 っ きが変 らな い 人 もあ った が、 白 髪 がみ られ た

り して昔 の姿 と か な り変 貌 した人 もあ った 。 しか し、語

りあ えば、 ど こ かに昔 の 感 じがみ られて 楽 しい と きで あ

った 。

人 の数 年 先 の こ とは明確 に 、推 測 しえ ない と、 い わ れ

て い るが、25年 た った 今、 そ の頃 の こ と を少 し記 して み

よ う。

卒 業時85名 で あったが インター ン時 代1名 が 事 故死 した。

しか し、 そ の後 、84名 全 員 、健 康 に恵 まれ て い た。専 攻

別 で は基礎 教室2名(病 理1、 生 化 学1)と 少なかった。

い ま、 考 えて み る と、 も う少 し多 くの 人が基 礎 医 学 をと

考 えます 。 そ れは 、 や は り臨 床 で は 出来 ない こ と を解決

して くれ る期 待が あ り、 それ が臨 床 に結 びつ くこ とが重

要 で あ る と考 え るか らで す 。大 部 分 の人 は臨 床 教 室 に入

り、 内科36名 、小 児科6名 、精 神 科3名 、皮 膚科2名 、

放射 線 科2名 で あ り、外 科19名 、整 形 外 科5名 、婦 人科

5名 、泌 尿 器科3名 、脳 神経 外 科1名 で あ っ た。 眼科d」'

よび耳 鼻科 の 教室 に入 った 人 がい な く、 これ らの 科へ 紹

介 す るの に 不便 を感 じた こ とをお ぼ えて い る。

そ の後 、25年 間 に 内科 よ り公衆衛 生へ1名 、放射 線 科

へ1名 、 病理 へ1名 が変 った.病 理 学 教 室 で学 位 を取 得

した1名 が その 後 小 児科 を専攻 した。 専 門科 目の 変更 は

思 っ た よ り少 な く、卒 業時 の専 門 の選 択 には十 分 考慮 さ

れ るべ きこ と なの だ ろ う。

数 年た っ て 大学 の教 室 をは なれ始 め、25年 た った 今 、

開 業医45名 、勤 務医39名(大 学10名)と な り、居住 地 は

道 外12名 、道 内72名 で 、札幌 市30名 、旭 川 市9名 、函 館

10名 と都 会 に居 る 人が 多 い。

外国へ留 学 などした人は ト数 名い るが、大部 分 がアメ リカ

で あ り、 イタ リヤ 、 ドイツ、 イ ギ リス な ど に 行 っ た 人

も い る。 大 部分 の 人 が英 会話 で苦 労 し、 学生 時 代 に も っ

と勉 強 して お けば よ かっ た とい うの が本音 で あろ う。 学

生時 代 、就 寝 時 に テ ープ を ききな が ら とい うの も一 法 で

あ る。 英語 が堪能 で あれ ば、 外国 人の 心 にもふ れ、また 、

学ぶ こ とも 多い に ち がい な い。

55年 の統 計による とIIIの 癌 死 亡 者数 は16万 人をこえ、私

の 専 門 と して い る肺癌 の死 亡 率 は 毎 年増 加 して い る。 日

本 の死 亡 者 数21,291人 の うち北 海道1,132人(男831,女

301)旭 川市69人(男56、 女13>で あ っ た。 この ままの状

態 が続 くと大変 な数 字 に な りそ うで 、一 日 も早 く、 早 期

発 見 の ため の検 診 体 系 が 出来 る よ う願 っ てい る。

レ ン トゲ ン写 真 には 現 れ な い肺 門部 の扁 平 ヒ皮 癌 は 手

術 成績 が よ く、予 後 が よ い と い われ て い る。 この群 の 癌

は喀 疾 細 胞 診で 早 期 よ り診 断 され るので 、 この 分野 へ の

応 用 が急 務 と思 う。

家族 に癌 患者 が いて 大変 苦 労 を して い る同期 の数 名 の

人 々が い た。 そ して 患者 に癌 を告 げ るべ き か否 か が話 題

と なっ た。 一般 に 口本 人 は宗 教 心 が薄 いの で難 しいだ ろ

うとい うこ とが半 数 以上 の人 の 意 見で あ った 。私 達 に と

って、この 「癌 を本 人 に 知 らせ るべ きか否 か」 は こ れか ら

の 大 きい課 題 と思 う。

25周 年 会 に来 られなかった同 期の1君 が癌 と診 断 され た。彼

は某 が んセ ンタ ーで癌 の治 療 の 中 心的 な人 で あ る。 そ こ

の 院 長 さん は1君 に癌 であ ることを告 げ、直 ちに 手術 を行

った。 私 は 早速 、1君 に 見 舞 状 を書 き か け た が 、 な か

なか筆 が進 ま な か った。 ど うにか短 い文 が 書 けて投 函 し

た 。 しば ら く して 、 元 気 に なっ た と返 事 を くれた 。 そ し

て 、 そ こ に 「今 後 、 ど の程 度 の こと が出 来 る か は未知 で

あ るが、 与 え ら れた運 命 と考 え、 生命 あ る限 り癌 患者 の

治 療 につ く した い」 と あ った 。

癌 を治療 中 の医 師 が癌 患 者 の 治療 に あた ると い う厳 粛

な場 面 を考 える と き言葉 に は な らな い何 か を感 じた。

これ か ら25年 後 は ど うで あ ろ うか。癌 の早 期 発 見 が腫

瘍 マ ー カー な どで 容 易 に な った り、癌 の 化学 療 法 が進 歩

して手 術 を しな くて も治 癒 す る時 代 が くるだ ろ うか 。

い ま、癌 で死 亡 す る 人 が少 な くな る こ とを切 に祈 って

い る。

(内 科 学 第… 講 座 助 教 授)
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*海 外 だよ り*

NIHで の 1 年

毛 利 義 臣

昨 年7月 か ら丁 度1年 間 、米 国 ワ シ ン トンD.0.の 近

郊 にあ るNIH(NationalInstituteofHealth)で 、 て ん

かん に関 す る研 究 を して き ま した。帰 国 して2か 月 、 よ

うや く 日本 の 臨 床 医 の生 活 ス タイ ル に慣 れて きま したが、

週 休2口 、 当直 な し、深 酒 な しの留 学 生 活で な まっ た身

体 を きた え直 す の に苦 労 しま した。

私 が行 って いた の は 、NIHの 中のNINCDS(National

InstituteofNeurological&CommunicativeDisor-

dersandStroke)、 通 称NeurologyInstituteと よ ばれ

て い る部 門の 中 のLaboratoryofClinicalNeuroscie一

QcesBranchで 、Kindlingeffect(燃 え あ が り効 果)

を用 いた て ん かん の 実験 的研 究 に従 事 して い ま した 。 こ

のNINCDSに は 日本 各地 から常時 数 人の 日本 人研 究者 が

来 て い ま した が 、す ぐ隣 りには 、米 国 で も有 数の ガ ン研

究施 設で あるNCI(NationalCancerInstitute)が あ

り、 こ こ にも 多勢 の 日本 人研 究 者 が働 いて い ま した 。 昨

年9月 か ら今 年5月 にか けて 、NCIの 日本 人 が 中心 に な

ってJ.S.C.(JapaneseScientistClub)な る もの を作

り、毎 週1回 、 自分 の研 究 内 容 を 日本 語 で 発 表す る集 り

が あ りま した。 内 容 は 、 第1回 、 トミザ ワ ジュ ン イチ 氏

『DNA合 成 の 開始 』、第2回 、ヒ ラ タフサ オ 氏 『生体膜 の

情 報伝 達 機構 』、第3回 、シマ タケ ヒロユ キ 氏 『分 化 決 定

機 構 の 分 子 生物 学 』 とい うよ うに、 い わゆ る分 子 生物 学

の 分野 の もの が主 で 、 私 な ど には 日本 語 で 聞 い て も と う

て い理 解 の範 囲 を越 えて お り、 欠席 す る こ とが 多 か った

の です が、 いず れ も その 分野 で は 世 界 の トップ レベ ル を

い く内 容 だ っ た よ うで す 。 ち な み にNIHの 職 員 数 は 約

15,000人 、その うちDr.(Ph.Dも 含 む)が2,300人 、口本

人Dr.は250人 位 で 、約1割 を 占め て い ます 。

NIHの 内 部機 構 は 、機 能 分 化 がみ ご とに なされてお り、

それ な りに評 価 はで き ます が、 その 反 面、 何 をす る に も

手 続 きや書類 が 多 く、 その処 理 テ ンポ が遅 い こと な ど、

[本 で い う"お 役所 仕 事"に ウ ンザ リす る こ とも 多 々 あ

ります。 そのE、NIHは 政府 機 関 で あ り、 地 理 的 に も大

統 領 の お膝 元 とい うこ と もあ って か、 多 くの 女性 や黒 人

が雇 わ れ て お り、Secretary、Technician、 掃 除婦 な ど

と して働 いて い ます が、 その 非能 率 ぶ りに は呆 れ る ば か

りで す 。 この2月 、Reagan政 権 に な り、 い ちは や く政

府 機 関 の 人員 削 減 をは か り ま した が、 あ る意 味 で 当然 の

よ うな気 が しま した 。 も っ と も、 その 政策 の あお りで 外

国 人研 究 者 は も ち ろん 、Permanentstaffで ない米 国 人

研究 者 も戦 々競 々 と して いま した。外 国 人の場 合 、Visiting

Associate以}二 の 待遇 の研 究 者 は 、従 来 の よ うに1年 毎

のExtensionが 困 難 にな り、 研究 半 ばで帰 国 す る 人 も何

人 か い ま した 。た だ 、 そ こ にLabo,chiefの 政 治 力 が微

妙 に影 響 す るこ と も事 実 で 、 この 辺 は 日本 と同様 の よ う

で す。 い ず れ に して も今 の よ うな米 国 の経 済 事情 が続 け

ば 、 今後 日本 か らNIHへ 行 くこ と はむ ず か しくな る と思

われ ます 。

私 の住 ん で いた ア パ ー トは 、 ワ シ ン トンか ら車で 約30

分 の 近郊 にあ る巨 大 なApartmentcomplexの 一一画 で 、

実 に国 際色 豊 か な所で した。首 都 に近 いため、各国 の 大 使

館 に勤 めている人や、NASA、IMF、 世 銀 で 働 く 人な ど 多種

多彩 な人 た ちが住 ん で お り、 ア パ ー ト付 近で 知 り合 った

人だ けで も10数 か 国 にの ぼ り ます。 そん な環 境 の ため も

あ って か、 自分た ちが 外国 人扱 い されて い る とい う気持

は あ ま りな く、[本 に住 んで い る外 国 人 が持 つ で あ ろ う

と思 わ れ る"外 国 人 と しての 意識"は 経験 しなか った よ

うに思 い ます 。現 代 の よ うな国 際化 社 会 で は、 そ れ が当

然 で 、 その 開放 性 が米国 の 良 さな の か も知 れ ませ ん。

米 国 市民 の 生活 は、 一言 で い えば 、"働 く婦 人 に便 利

な"生 活 様 式 とい う印 象で す 。台 所 の 設備 、冷 凍 食 品(と

くにTVデ ィナ ーの 類)、 コ イ ン ラ ン ドリー 、ベ ビー シ ソ

ター の 普 及 など をみ る と、親 が居 な くて もf供 は 充分 に

生 活 で きる し、主 婦 が居 な くて も夫 は それ ほ ど困 らない

と い えるで し ょ う。 … 方 、夫 の 仕 事 はflyと 比 べ て甚 だ

多 く、外 回 りの雑 用 は すべ て男 の 仕 事 に属 するよ うです。

広 大 な庭 の 芝 の 手入 れ は 、土 曜 か 日曜 の 大 きな仕 事 で 、

私 な どは一 軒 家 に住 め な か った 幸 運 を感 謝 せず には い ら

れ ませ んで した。 また 、 米国 で は 、"便 利 な こ と にはす

べ て 金 が か か る"と いわ れ る よ う に、労 賃 、 手数 料 が非

常 に高 い た め、何 事 も 自分 の 手で や る習慣 がつ いて い ま

す。 した が って 、男 性 は機 械 類 その 他の 外 の11:に 精 通

して いな け れば な らず 、 本屋 には 、 車の 修 理 、家 の ペ ン

き塗 りな どの¥¥Howtoも の"が 氾濫 し、1{ardwareの 店

が に ぎわ うとい うこ と に な ります 。 私 の よ うな典 型 的〔?}

口本 人 には肩 身 の狭 い世 の 中で した 。
り 　 　 0

日本 に帰 って 、 ガ ソ リ ンス タ ン ドの 店 員 が、r数 料 な
　

しで ガソ リ ンを入 れ て くれ 、 ガ ラ ス まで拭 いて くれた時

には感 激 しま した 。

(漏青ネ申手斗ネ申糸釜手斗 言苛自rfj)
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医 大 祭

第7回 医 大祭 は 、 プ レ企 画の 「学 生講 演 会 」、 「医 学 展

講演 会 」、「渡 辺 淳 一公演 会」、 「ダ ンス パー テ ィー」 等 、

多彩 な催 しを経 て 、6月18日(木)の 仮 装 行 列 で幕 が開 き

ま した。

「謳 いつ げ この熱 き もの を しめせ俺 達 の 力 を」 を

テ ー マ に開催 され た この 医 大祭 は 、20(土)・21(日)日 の

一・般 公開 日に は約5
,000人 の 一 般 市 民 が訪 れ 、医 学 展 、

模擬 店 等賑 わ い を見 せ 、盛 況 の うちに後 夜 祭 を も って終

了 しま した 。(学 生 課)

医 大 祭 を振 り返 って
向lli新

「謳 いつ げ この熱 き もの を しめ せ俺 達 の 力 を」 を

テ ーマ に掲 げ た第7回 医 大祭 も無事 終 り ま した。 今 回の

医 大祭 は、 数 多 くの収 穫 を残 し、 また 数 多 くの教 訓 を残

して くれ ま した。 来 年の 医大 祭 に向 け ての 展望 も交 えっ

つ 、 今 年の医 大祭 を振 り返 っ てみ た い と思 い ます 。

まず 、何 とい って も 、昨 年 を1,000人 上 回 る5,000人

もの市 民 の か たが た が医 大祭 を訪 れ た こ とがmの 収 穫

とい え ま し ょ う。好 天 に恵 ま れた こ とも あ り、玄 関 前 に

は 自転 車 が あふ れ(こ の 点 は 、わ が旭 川医 大 の 立地 多件 、

交 通 の便 の悪 さによ る と ころ が大 きい か と思 い ます が)、

各 医学 展 、模 擬 店 に も 多 くの市 民 の姿 が見 うけ られ ま し

た 。学 祭 の 目的 の1っ に掲 げ られ て い る 「市 民 との 交流 」

が 十分 に行 な われ た こ と と思 い ます 。 も う1つ 、 今 年 の

大 きな収穫 といえるもの に、 「学 生講 演 会」 の 開催 を挙 げ

る こと がで きる と思 い ます。 学 生 の 考 え を公 の場 で 講演

とい う形 で 発表 す る機 会 は 今 まで あ りませ ん で した 。 普

段 か ら活 動 の成 果 を発 表 す る機 会 が 少 ない 文 化系 サ ー ク

ル等 の新 しい発 表 、 主張 の場 と して 今後 と も続 けて ゆ き

た い企 画 とい え ま し ょ う。 そ の他 、 数 多 くの 学生 の 参 加

を促 す た めの 企 画 と して は 、昨 年 に引 き続 い て 「ビ ッ グ

リ旭 医新 記 録」 が種 目 も一 新 され て 行 な われ 、 い くっ も

の 新(珍)記 録 が生 れ ま した。 また 、 別の 意味 で学 生 の

自主 的 活動 を進 めて ゆ く もの と して 、 生協 の 展示 即 売 会

も大 きな成 果 をEげ た と い え ま しょ う。 こ うい っ た、 学

生 に様 々 な活 動 の場 を提 供 し、 学 生 の 自主 活 動 を盛 りr

げ る とい う、 も う1つ の 学祭 の 目的 も 果 たせ た も の と思

い ます。 こ こで2つ の 目的 が出 た つ いで に3つ 目 の 目的

「教 官職 員 との 交流 」 につ いて 、 少 し触 れて み た い と思

い ます。 先 生 方 も職 員 の 方 も皆 さ ん忙 しい よ うで 、 な

∴ ン 曜　 騨

～避 ●劇
蚊

輪 鰍 携 レ
鞠 タ 挙

、.

遡

か なか 当 日の企 画 には参 加 し に くい よ うで す。 ス ポー ツ

大 会 に は 多 くの参 加 をい た だい て い ます が、 そ の他 の 企

画 で も直 接 、間接 の協 力、援 助 を含 め て の参 加 を この場

を借 りて お願 い して お きた い と思 い ます 。

さて、 毎 年恒 例 とな っ て い る企 画 の ほ うへ 目 を向 け て

み ま しょ う。今 年 は医 学 展 の 数 が6っ と例 年 に な く多 く、

部 屋割 りに も困 る ほ どで 、市 民 に も 「救 急 医療 」 な ど、

な かな かの 評判 で した。 市 民 大 学 講座 で は、教 育 大 の福

田 教授 の 「国民 と裁 判」 を取 り入 れ た り、「ガ ン」や 「心

身 症」 な ど タイ ム リー な 内容 を扱 うな ど して 、 多 くの 方

を集 め る こ とがで き ま した。 スポ ー ツ大 会 は 、今 年 か ら

始 まっ たテ ニ ス を含 め て体 育 館 、 グラ ン ドで熱 戦 が繰 り

広 げ られ、 医大 祭 の 一大 イベ ン トと して欠 くこ との で き

ない もの と なって いま す。 模擬 店 もます ます その 数 が増

えて 過 当競 争気 味 。 内容 的 に似 通 う店 が 多い た め か、 ど

こ も客 集 め に苦 しん だ よ うで す 。 来年 か らは 、 少 々 工夫

が必 要で しょ う。 仮 装行 列 は山 車 が4っ と少 な く例 年 に

な く寂 しい もの と なっ て しま い ま した。 学 生 全体 の覇 気

の な さが こ こに反 映 され て い るよ うに思 われ ま した。仮

装 行 列 と い えば医 大 祭 の まつ り と しての 部 分 の 多 く を占

め るもの だ けに、 今 回盛 り上 り に欠 け た こ とは非 常 に残

念 なこ とで した。 その他 、渡 辺 淳一 公演 会 、 ダ ンスパ ー

テ ィー等 の 企 画 も 多 くの市 民 、 学 生 を集 め ま した。

最 後 に、 今年 の 医 大祭 に協 力 して い ただ い た皆 さん に

お礼 を述 べ る とと も に、 来年 以 後 もよ り一 層 の協 力 を し

て 下 さる よ うに お願 い した い と思 い ます 。

(第7回 医大 祭 実 行 委 員会 企 画 局 長)
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北海道地区大学体育大会

第28回 北 海 道地 区大 学 体育 大 会 は 、北 海 道 教育 大 学釧

路 分 校 が 当番 校 とな り7月17日 か ら20日 まで の4日 間 、

全道40単 位 大 学 か ら約3,600名 が 参 加 して 開催 された 。

本 学 か らは10種 目(女 子 弓道 は オー プ ン種 目)に134名

が参 加 した。

今 大 会 は、 準硬 式 野 球3位 、バ ス ケ ッ トボ ー ル3

位 、 陸 上競 技4位(3年LII本5,000m1位 、1,500m3

位 、4年 小黒 三段 跳1位 、110mH2位 、6年 稲尾 槍 投1

位 、 砲 丸投1位 、 円盤 投3位)等 、 全 種 目 に善 戦健 闘 し

た が、例 年 に比 べ て ふ る わず 、総 合 成績 は男 子 の部13位

女子 の 部23位 で あっ た。

来 年 度 は本 学 が当番 校 と な るので 、 新 た な健 闘 を期 待

す る。(学 生 課)

第28回 北海道地区大学体育大会成績一覧

順 位

種 目
優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

陸 卜 競 技

男 北 大北学園釧 教大 4位

女 道女短 旭教大帯大谷/
硬 式 野 球 北学園 道都大

札教大
旭川大/

準 硬 式 野 球 室工大釧教大
道都短
旭医大
3位

軟 式 庭 球

男 旭川大帯畜大
道都大
樽商大

2回 戦 敗 退

女 栄養短 文女短旭教大
藤女短

バ スケ ッ トボ ール

男 札商大室 工大 道 都 大
旭 医 大
3位

女 道女短 札教大
藤 女 大
函、教 大 /

バ レ ー ボ ー ル

男 札商大帯畜大
旭教大
北学園

1「司 戦 敗 退

女 静修短 北星大
釧教大
旭教大/

サ ッ カ ー 札商大旭教大
北星大
北学園

1回 戦 敗 退

卓
一

球 男 旭川大 釧 教 大1
帯畜大
北学園

〃

順 位
種] 優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

卓 球 女 栄養短 旭教大
帯畜大
静修短/

バ ド ミ ン ト ン

男 北学園 北 大札教 大 2回 戦 敗 退

女 道女短 札教大旭教k /
柔 道道都大 道都矩

北学園
樽商大/

剣 道

男 道工大 東海大
岩教大
樽商大

予選リーグ敗退

女 道女短 酪農大 北 星 大札 教 大
/

//

弓 道

男 北学園 北見工 帯畜 大 11位

女 北 大帯畜大北学園 10位

ハ ン ド ボ ー ル 北 大樽商大旭教大/

総 合
男 北学園 札商大道都大 13位

女 道女短 旭教大栄養短 23位

第24回東日本医科学生

総合体育大会6=

(夏季大会)⑭/

第24回 東日本医科学生総合体育大会(夏 季大会)は 、

東京医科歯科大学医学部が主管校となり7月24日 ～811

5日 までの13口 間 にわたって行われた。

本学からは17種 目に268名 が参加、前年度優勝の陸上

繋叢

騒 。.期
磯

一一 ～ 盛 「
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競技部は少数精鋭で望み、中でも3年 山本は中距離3冠

となったが多勢の新潟には勝てず惜 しくも2位 、バスケ

ットボールは準決勝で、強敵北大に敗れは したが3位

決定戦で秋田に勝ち3位 、卓球 ・空手は4位 と各種目に

善戦健闘、総合成績は35大学中13位 で あった。

(学牛課)

_◎
　 ミ

ー
.・穿 薄 愚漏博、

轟糞禦礁
第24回 東日本医科学生総合体育大会(夏季大会)成績一覧

順 位種 目 優 勝準優勝 3位 旭 医 大

陸L競 技 新 潟旭 川 慶 応 準 優 勝

準 硬 式 野 球 群.馬 由 形 東 北 1回 戦 敗 退

硬 式 庭 球
男 順 天筑 波 慶 応 3回 戦 敗 退

女 舷 宙
,じ■'じ 、女子医 慶 応 2回 戦 敗 退

卓 球
男 下一 葉 福 島 埼 玉 4位

女 福 島 F一 葉 日 大 予 選 リ ー グ
(プロ ソク4位 〉敗退

バ レ ー ボ ー ル 群 馬岩 手 新 潟 決 勝 トーナメン ト
1回 戦 敗 退

バ ド ミ ン ト ン
男 自 治 福 島 医 歯 2回 戦 敗 退

女 新 潟 女子医 札 医 〃

サ ッ カ ー 信 州 独 協 群 馬 〃

バ ス ケ ッ トボ ー ル
男 北 大福 鳥旭 川 3位

女 北 里 女子医 東 邦 1回 戦 敗 退

柔 道 聖 マ 岩}
群 馬
慈 恵

予選 リーグ敗退

剣 道 群 馬順 天独 協
福 島

決勝 トーナメン ト
1回 戦 敗 退

弓 道 新 潟昭 和 T一 葉 9位

空 手 道 東 医 日 大 信 州 4位

水 泳 男 福 島 H医 慈 恵/
総 合
一

福 島群 馬千 葉新 潟
13位

婁

・ 饗

■ 小 児科 学 講 座 ■ 奥 野 晃 正

小児 科 の ス タ ッフ を紹 介 す る と、 この7月1日 病 院 長

に就 任 され た吉 岡 教授 を筆 頭 に、成 長 ・内 分泌 の 奥 野助

教授 、感 染症 ・抗 生物 質 の 滝 本講 師 、内 分 泌の 田 口 外 来

医 長 、神経 ・ア レル ギ ーの 長 病棟 医 長 、感 染 症 ・消 化器

の井 関 助 手 、新 生 児 ・血 液 の 岡(敏)助 手 、 心臓 の 岡(隆)

助 手 が診 療 と教 育 の責 任 を分担 して い る。元 講師 の 丸 山 、

藤 田 も助 っ 人 と して参 加 して くれ るの で 心 強 い。

研 修 医 、 大学 院 生 、研 究 生 は 総勢18名 で 、病 院 開 設以 来

の ロ ーテ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム に従 って 診療 と研 究 に当

っ て い る。

小 児 科 の特 徴 と して、 広 範 な疾 患 を対象 と しなけ れ ば

な らぬ た め 、 自然発 生 的 に診 療 部 門 ご とに研 究 グル ー プ

が 出来 上 って い る。 これ らの研 究 の 中核 とな って い るの

は 、教授 多年 の仕 事 で あ る 「発 達 薬 理 学」 で 、抗 生物 質

解 熱 剤 、 ホ ルモ ン剤 、 抗 け い れん 剤 、喘 息 治 療薬 、強 心

剤 、 ビ タ ミ ン剤 な ど各 グル ー プで 取扱 うこ との 多い薬 剤

の薬 物 動態 に関 す る研 究 は 、教 室 の 表看 板 と なってい る。

特 に抗 生物 質 の吸 収 ・排泄 、 ホ ルモ ンの分 泌 ・代謝 を反

応 速 度 論の 立場 か ら数 学 的 手法 で 解析 したPharmacok-

ineticsの 研 究 は 他 の 追 随 を ゆ る さぬ もの と して、 高 く

評 価 されて い る。 新 ら しい と こ ろで は、 免 疫異 常 、 腸 内

細 菌 叢 と くに嫌 気 性 菌 、 ソマ トメ ジ ン、 ビ タ ミ ンEに 関

す る研 究 が若 手 を中 心 に軌 道 にの りつ っ あ り、成 果 が期

待 され て い る。最 近 、注 目 を集 め て い る情緒 障害 児 の 治

療 、 新 生児 未 熟児 集 中 治療 も教室 の重 要 部 門 に発 展 す る

もの と思 われ る。

毎 年 の行 事 を あ げれ ば 、次 の よ うな もの が あ る。春 の

新 人歓 迎 会 は 、各 人 が 特技 を示 す チ ャン スで あ り、 最初

に能 力 を試 され る場 で も あ る。運 動能 力 と体 力 は、 新 田

対 抗 の紅 白 野球 で 評 価 され、 今 年 は めで た く引 き わけ に

終 った。 や が て学 会 シー ズ ン に入 ると、 楽 しみ と苦 しみ

を交互 に、 同時 に味 わ うこ と にな る。 最 大 の イベ ン トと

は忘 年 会で 、医 局 ・研 究 室 を開放 し夜 を徹 して体 力 のつ

づ く限 り、飲 み、喰 い 、唄 い 、踊 り、時 に他 教 室 の ひh

しゅ くを買 うほ どの騒 ぎと な る。

忙 しい診療 と研 究 の 合間 にっ か の 間の や す らぎ と楽 し

み を与 えて くれ るの は 、抄 読 会 と症 例 検討 会 の後 の一 杯

の ビー ルで あ る。 教室 開設 以 来 、 その 有 能 ぶ りを発揮 し

て くれ る田 中事 務 官 の心 くば りか 、や ん ちゃ坊 主の圧 力

の た め か、医 局 の冷 蔵 庫 に ビー ル の切 れ た こと が ない の

は 、教 室 七 不思 議 の一 っ で あ ろ う。

(小 児科 学 講 座 助 教 授)
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昭和56年度解剖体慰霊式

昨年度まで東本願寺旭川別院において執り行われてい

た解剖体追悼法要は、今年度から解剖体慰霊式に改め、

会場を本学体育館に移して9月16日(水)午 後1時30分 か

ら執り行われました。

菊を並べた祭壇を前に、参会した御遺族 ・来賓 ・本学

教職員ら250名 は、昭和55年9月1日 以降昭和56年8月

31日 までの間に本学学生の教育及び学術研究のために尊

い遺体を提供され、医学発展の礎石となられた134名(病

理解剖80名 、法医解剖26名 、系統解剖28名)の 方がたの

遺徳を忍び御冥福を祈念しました。

解剖体御芳名奉読、15秒 間の黙とう及び学長 ・学生代

表(第3学 年一色学君)の 追悼の辞のあと、参会者1人

1人 の手による献花が行われ、吉岡副学長の謝辞をもっ

てしめやかなうちに今年度の慰霊式が終了しました。

なお、慰霊式終了後、御遺骨返環並びに学内見学が行

われ、また近文墓地内にある納骨堂では御遺族の方々に

よる参拝が行われました。

(学生課)

「かぐらおか」表紙写真募集rr

一 「か ぐらお かJの 表 紙 をあ な たの 写 真 で飾 り ません か 一

本誌 「か ぐ らおか」 表紙 写 真 を学 生 ・教職 員の皆 様 か

ら募集 す る こ とに な りま した 。写 真 に興味 の あ る方 、 こ

れか ら写 して み よ う と思 う方 、 ど ん どん応 募 して くだ さ

い。

作 品 は適時 広報 誌編 集小 委 員 会で テー マ を設 定 します

が、 現 在は 「旭 川市 内 及 び旭 川 近郊 の 名所 シ リー ズ」 と

して 募集 して い ます 。(第20号 から本 号 まで に掲 載 した場

所 は 除 きます 。)サ ー ビ スサ イ ズか らキャ ビネ判 まで の 写

真 裏 面 に学 生証 番号(教 職 員 にあ っ て は所属)、 氏 名 、題

名 を記 入 し、 学 生課 学 生係 に随 時提 出 して くだ さい。 出

品作 品 は原 則 と して 返 却 しな いの で 、 あ らか じめ御 了承

くだ さい。

なお 、写 真採 用者 には謝 金 を支 給 します 。

不 明 な点 等 あ りま した ら、学 生 課学 生 係 まで お 問 い合

せ くだ さい。

(広 報 誌編 集小 委 員会)

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※残※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※鰹※※
※※※※※※※※残※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※巌螺※

を取り去 り、その 一合八勺を温い内に飲ませると約311,'r

問後 に昏睡状態 となり5時 間は持続 したと云われる、、

薬 草 に 思 う

葱

天 羽

糾

夫

錦町の小宅から北邦野草園は車で5分 、折々には行 き

たいものだが過日シラネアオイが見頃と聞いたので野鳥

の見物かたがた出かけた。淡桃色に咲 き誇る群落は見事

で、本州では伸々みられない。歩道を歩くうちに妙な形

をしたザゼンソウ、蛇の頭に似た花をもつテンナンショー

(天南翠一)、エゾトリカブトなどがみられる。薬草類を山

野でみて思うのは紀州の華岡青州である。有吉佐和子氏

の小説でも画かれ、昭和38年 の日本医学会総会のシンボ

ルマークとなったマンダラゲは全身麻酔の祖青州を譜え

るものであった。青州は中国の医聖華佗 を崇拝 し、彼を

目標に努力し、和漢の文献を読み、山野を歩いて薬草を

採集 して動物で試みたと云う。この結果マンダラゲが全

身麻酔剤の主成分に適当なことを発見し、効力の増強と

副作用の軽減を図って遂に通仙散を作りあげた。通仙散
そ う う づ ドにドこ し

は蔓 陀羅 華 八分(一 分 は約0.49)、 草 鳥 頭二 分 、白 花二 分 、

鯨 二分HAiN111<1+;二分 、美 融 一 分 を混 和 した も の を 駿

(約8g)を 砕 粉 して 熱 湯=合 を加 えて1～Zn煮 沸 し、淳

こ れ ら生薬 の 成 分 を現 代 化学 か らみ ると、 蔓陀 羅 醸は ス

コ ホ ラ ミ ン、 ヒ ヨスチ ア ミン、 ア トロ ビ ン を、鳥頭 は ア

コ ニチ ンを 含み 強 い毒 性 と共 に鎮 痛 作 用 を持 って い る、,

通仙 散 の麻 酔 作 用 は お そ ら くこの=種 の薬 苧:によ るも の

で 、11itの ア ンゲ リコ トキ シ ンは 中 枢 興 奮作 川、'li帰 の

ベ ルガ ブ テ ンは大脳 の 鎮 静作 用、 川吉 のセ ダ ノン酸 は 大

脳の 鎮 静 と血r十、 体温 の.ド降 を 、天 南 星の サ ポ ニ ン1、/t!'i

痙 作 用 があ る と云 われ 、 これ らが相挨 って 麻酔 状態 をつ

くっ た もので あ るが 、 これ は ア トロ ビ ンと ス コポ ラ ミン

の 大量 内服 に よ る急 性 中 毒 によ る昏睡 状 態 を応 用 した も

ので あ ろ う,、通 仙 散 に よ る全 麻 丁・術 の 初 症 例 は 「亨州 の
"乳 巖 治 験録"に よ ると 五条 市藍 屋 利 兵 衛の 母 で60才

,、最

初 は豆 粒 ぐ らいであ った が次 第 に大 きくな り乳 頭 か ら約7

cmの 所 に変色 と、 内 に茶 碗 大 の石 の 様 な塊 りが あ り、 こ

れ を 単純 乳房 切 断術 を施 行 し、20日余 りで帰 郷 した と記 さ

れ て あ る。経fl投 与 と云 う調 節性 の 無 い 方法 で急 性 中 毒

状態 を利 用 す る こ とは近 代 麻酔 学 の レベ ル か らみ る と非

常 に危 険 な もの で 、死 亡 例 もあ っ た こ とで あ ろ うが、 エ

ー テ ル、 クロ ロホ ル ムの 使 用 よ り半 世紀 も}Fく 、紀 の 川
も て

に沿 う田舎町名手の地で近代医学の開花をみたことは吾

人にも頂門の一針であろう。

(放射線医学講座 教授)
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